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研究実績 

の概要 

 本研究では，自律分散型高機能監視カメラシステムの最も基本的な構成要素である幾何

学変換器には，区間分割を行ったうえで多項式近似と漸化式表現を併用することで，加算

のみに帰着する手法を採用している．この際，画像サイズが増加すると，変換に必要な係

数が増大するという問題が生じる．この問題を軽減するために，我々は，係数に対して区

間分割・多項式近似を繰り返して，階層化することで係数を削減する手法を提案した．し

かし，区間数，層数等のパラメータの値毎に幾何学変換器を設計する必要がある．そこで

本年度では，まず，幾何学変換器のハードウェアアーキテクチャの一般化を行った． 

１．再帰的近似手法 

 区間分割を導入すると，区間ご

とに初期値が必要となる．したが

って区間分割数に比例して保持

すべき初期変数の総数が増加す

る．また，u − v 座標系(以下，

座標平面とする) に対する関数

近似と漸化式表現は，本来の変換

に係る変数群を左上座標の初期

変数に収斂する手法と考えるこ

とができる．したがって，各区間

における初期変数を保持する二

次元配列を新たな座標平面(以

下，初期値平面とする) と見立て

た上で，関数近似と漸化式表現を再帰的に適用することにより，保持すべき初期値を段階

的に削減できる．これに基づいた座標平面と初期値平面の関係を上図に示す．図中の青○

はその区間を構成する初期値であり，赤〇は左上座標の初期変数に帰着され青〇の初期変

数群である．そして，赤〇を要素として新たな初期値平面を構成し，同様の関数近似と漸

化式表現を繰り返すことにより，段階的に初期値を収斂する． 

※ 次ページに続く 
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研究実績 

の概要 

２．ハードウェアの一般化 

 本研究では，従来の基本構成要素を制御部（緑背景）と演算部（赤枠内）に分割し，区

間数や層数に応じて演算部のみを多重化するこ

とで，幾何学変換器を構成することとした．記述

には，ハードウェア記述言語 VHDL の 2 つの構文

を利用して一般化した．この回路には水平方向

（上図のj方向）と垂直方向（上図の i方向）の

2方向がある．ここでは，if generate文で水平

近似次数と垂直近似次数に

より演算部のモジュールを 4

パターンから選択した．ま

た，for generate文で各層に

おいて演算部の生成数に応

じ，演算部の生成を再帰呼び

出しし，回路を構成すること

とした． 
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